
 
 
 
 

 
 
 

 

国
際
女
性
デ
ー
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
１
９
０
４
年
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
婦
人
参
政
権

を
求
め
た
デ
モ
が
起
源
と
な

り
、
国
連
に
よ
っ
て
３
月
８
日

を
「
国
際
女
性
デ
ー
」
と
し
て

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
「
国
際
女

性
デ
ー
」
は
素
晴
ら
し
い
役
割

を
担
っ
て
き
た
女
性
た
ち
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
勇
気
と

決
断
を
称
え
る
日
で
す
。
ま

た
、
イ
タ
リ
ア
で
は
「
ミ
モ
ザ

の
日
」
が
有
名
で
、
女
性
に
感

謝
を
込
め
て
幸
福
の
象
徴
で
あ

る
ミ
モ
ザ
が
贈
ら
れ
ま
す
。 

 

今
月
は
、
女
性
の
生
き
方
や

女
性
特
有
の
健
康
課
題
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。 

 

【寄稿】 

 
 

女
性
特
有
の
う
つ 

 
 

 

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
急
激
な
変

化

や
ラ
イ

フ
イ
ベ

ン
ト
（
結

婚
、
妊

娠
・
出

産
、
育

児
、
介

護
な
ど
）
に
よ
る
環
境
・
役
割

の
変
化
な
ど
、
女
性
特
有
の
ス

ト
レ
ス
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
女
性

の
う
つ
病
患
者
数
は
男
性
よ
り

多
く
、
ど
の
年
代
で
も
女
性
が

男
性
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

 

ス
ト
レ
ス
は
生
き
て
い
く
上

で
避
け
る

こ
と
の
で

き
な
い
も

の

で

す

が
、
う
ま

く
対
応
す

る
こ
と
が

で
き
れ
ば

成
長
に
も

つ
な
が
り

ま
す
。 

 

 

せんだい総合健診クリニック 

 院長 石垣洋子 

  年代別にみる 

ライフステージごとのリスク 

 
 

 

３
月
８
日
は 

 
 
 
 
 
 

国
際
女
性
デ
ー 

 
 

 

 

「
国
際
女
性
デ
ー
を
日
本
の

新
た
な
文
化
に
」
と
い
う
考
え

の
も
と
、
日
本
で
も
「
女
性
の

生
き
方
を
考
え
る
日
」
と
し
て

『
国

際

女

性

デ

ー
：H

AP
P
Y 

W
O
M
A
N
 
FE
S
T
A

』
を
全
国
で
展
開

し
て
い
ま
す
。
男
女
と
も
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
考

え
、
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る
日
と
し

て
、
「
国
際
女
性
デ
ー
」
を
日

本
で
も
社
会
的
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

と
す
べ
く
、2

0
3
0

年
ま
で
に
４

７
都
道
府
県
で
の
開
催
を
目
標

に
全
国
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

 
S
D
G
s

の

目

標

５

に

は
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し

よ
う
」
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
は
、
持
続
可
能
な
開
発
を
促

進
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

働
く
女
性
の
健
康
課
題 

  

女
性
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

よ
っ
て
か
か
り
や
す
い
病
気
が

違
い
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響

を
大
き
く
受
け
て
い
ま
す
。 

 

現
代
女
性
は
妊
娠
・
出
産
の

機
会
が
減
っ
て
い
る
た
め
、
月

経
回
数
は
昭
和
初
期
に
比
べ
て

９
～
１
０
倍
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
月
経
痛
、
子

宮
内
膜
症
、
子
宮
筋
腫
と
い
っ

た
月
経
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分

が
多
い
こ
と
に
よ
る
病
気
や
症

状
が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
更
年
期
に
な
る
と
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
に
よ
る

症
状
が
多
く
な
り
ま
す
。 

 

働
く
女
性
、
働
き
続
け
る
女

性
が
増
加
し
、
女
性
の
勤
続
年

須
が
伸
び
る
な
か
、
働
く
女
性

が
健
康
課
題
を
ど
う
乗
り
越
え

て
い
く
の
か
、
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
と
職
場
環
境
づ
く
り
の
重

要
性
が
増
し
て
き
ま
す
。 

誰
も
が
自
分
ら
し
く 

生
き
ら
れ
る
、
幸
せ
な
社
会
を 

 

３
月
８
日
は
国
際
女
性
デ
ー
で
日
本

で
も
女
性
活
躍
社
会
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
女
性
が
働
き
や
す
い
社
会

と
は
言
い
難
い
の
が
現
状
で
す
。
女
性
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
は
初
経
、
妊
娠
、
出

産
、
閉
経
と
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化
と
と

も
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
女
性
ホ
ル
モ
ン

（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
と
上
手
に
付
き
合
っ

て
い
く
こ
と
が
女
性
活
躍
の
源
と
な
り
、

ま
た
、
男
性
の
相
互
理
解
も
大
変
重
要
な

役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

女
性
特
有
の
病
気
へ
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
が
低
い
の
も
問
題
で
、
乳
が
ん
・
子

宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
低
く
、
国
が

目
標
と
す
る
５
０
％
に
は
到
底
及
び
ま
せ

ん
。
若
年
層
へ
の
普
及
も
含
め
て
一
人
で

も
多
く
の
人
が
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
で

亡
く
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
受
診
率
向

上
に
努
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。 

 

最
近
で
は
こ
の
よ
う
な
動
き
の
一
つ
と

し
て
「
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
」
（
フ
ィ
ー
メ
ー

ル
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
合
わ
せ
た
造
語
）

が
大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
施
設
で
も
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

治療や入院、手術を伴う病気の中には、女性が

かかりやすい病気がいくつかあります。 

女性特有の病気やトラブルのリスクは年代に

よって異なりますので、今後の疾患リスクをしっ

かりチェックしておきましょう！ 

 

【20～ 30代】 
①月経関連の病気 

女性は慢性的なストレスを抱えていると、ホルモ

ンバランスの乱れから、月経関連の病気にかか

りやすくなります。 

具体的には、月経不順、月経前症候群（PMS）、

月経困難症が挙げられます。 

②甲状腺の病気 

代謝をつかさどる「甲状腺ホルモン」が過剰に分

泌されると、バセドウ病と呼ばれる甲状腺疾患を

発症することがあります。 

バセドウ病は男性でも罹患する病気ですが、女

性の罹患率は男性の約 3～ 5倍と言われていま

す。 

③乳がん・卵巣がん・子宮がん 

女性特有の器官にまつわるがんは比較的若いう

ちから発症リスクが高くなります。 

 

【40～ 50代】 
①乳がん・卵巣がん・子宮がん 

20～ 30代でもかかる可能性がありますが、40

～ 50代の罹患率は大きく上昇します。定期的な

検査が重要になります。 

②更年期障害 

閉経期前後の 10年間で女性ホルモンの「エスト

ロゲン」の分泌が急激に減少します。 

女性ホルモンの分泌量が低下すると、のぼせや

ほてり、イライラなど心身にさまざまな不調を来

たします。 

 

【60代以降】 
①がん 

60代以降になると女性特有のがんだけでなく、

他の部位の発症リスクも高まります。 

②更年期関節症 

更年期にエストロゲンの分泌量が不安定になる

と、関節の柔軟性が徐々に失われ、手足にこわ

ばりを感じるようになります。 


